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	界面モビリティと相分布の推定結果の推移をFig. 2に示す。α相/液相界面とβ相/液相界面の界面モビリティの推定値は同一の初期値から出発し、t = 5 sまでに増大したのちに、それぞれ異なる値に収束した（Fig. 2(a)）。収束値はそれぞれ、α相/液相界面モビリティが 6×10−9 m4/(J s)、β相/液相界面モビリティが 2×10−9 m4/(J s) であった。一般的な合金系の凝固PFシミュレーションでは、界面モビリティの値は1×10−8 から1×10−11 m4/(J s) のオーダー...
	EnKFとPFシミュレーションの融合により、これまで恣意的に決定されていた界面モビリティの値が、その場観察像から逆推定可能であることを世界で初めて示すことに成功した。本研究によって手法を確立したデータ同化手法の汎用性は高く、PFモデルとその場観察像さえあれば、共晶反応に限らず他の組織形成過程にも適用可能である。そのため、界面特性の異方性や温度依存性なども観測データから推定可能になると考えられる。さらには、Additive Manufacturingなどの非平衡プロセス下の組織形成予測への応用も可能...
	この度、研究紹介記事を執筆する機会をいただき、誠にありがとうございます。日頃よりご指導くださいました、マテリアル生産科学専攻の小泉雄一郎教授、奥川将行助教に深く感謝申し上げます。また、研究遂行にあたり、東京農工大学工学研究院先端機械システム部門の山中晃徳教授、国立研究開発法人物質・材料開発機構の野本祐春博士に多くのご助言をいただきました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。

